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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・勤務変更に伴い、チーフの変更を行います。

3/1　準夜チーフ　松川→阿部JGM

3/6　準夜チーフ　中村SGM→佐々木（美）

3/8　深夜チーフ　松川→西山

・下半期疾病教室（Bグループ）開始日が変更となっています。

対象者は、久保清美様となっています。実施の説明はしています。

2/12（木）PM→2/16（月）AMへ変更

・食事サービス委員会が2/13（金）に行われますが、参加出来るスタッフが居ないためメールにて意見・要望等を栄養Tへ送る事としています。

＜患者様連絡事項＞

・田端　テル様～2/18（水）16：00より、西Bミーティング室にて施設入所に関する家族面談を行うとSWより情報提供がありました。主治医への連絡は済んでいます。

・上野　康弘様～来週は田面木、再来週は東公民館で行われる断酒会への参加を希望しています。主治医へ情報提供し確認をして行きましょう。

・七崎　之利様～2/12（木）12：30～2/15（日）21：00まで、外泊となっています。当初、自宅へ寄ってから帰るため21：30の帰院を希望していましたが、主治医より遅すぎるとの指摘あり自宅へ寄らず21：00に帰院する事としています。帰院時の様子観察をして行きましょう。2/11（水）16：00～18：00まで急遽、外出となっています。帰院時間が21：00となっていますので南病棟側の玄関と正面玄関のどちらから帰って来るかを出発前に本人と相談して下さい。また、不穏時の頓服薬としてメディピース（0.5）1T　1×不穏時/7回（精神神経用剤）が処方となっています。服用は1日3回までとなっています。イライラ感などの有無を確認して行きましょう。

・田中　ミサオ様～現在、嗜好品をスタッフ管理としていますが、その際に「お菓子があったのになくなった」等の訴えが聞かれています。渡す際は本人と確認をしていますが、忘れていたりする事もあるようなので、引き続き、嗜好品を渡す際は本人と確認をしながら行うようにして行きましょう。

＜Dr安ヶ平　診察＞

・浅水　洋様～感冒症状継続して見られている為、PL　3P　3×1/3T（総合感冒薬）が処方となっています。引き続き、感冒症状の観察・身体状態の観察をして行きましょう。

・市川　真紀子様～診察時、妄想様の発言が活発に聞かれています。「Aユニットさんに行くと治るんです」「顧問さんが来たら外出させて下さい」等の発言が聞かれています。以前、Aユニットへ行く事があったのでAユニットへ行く事のないよう観察をして行きましょう。また、所在確認をこまめに行いましょう。

・中川原　義雄様～本人希望聞かれ、ナパゲルン軟膏（消炎鎮痛剤）が1本処方となっています。引き続き、肩などの疼痛の有無を確認して行きましょう。

・中島　純子様～主治医より、太り過ぎであると指摘を受けています。本人、「ストレスが溜まって過食してしまい、2ヶ月で10Kg増えてしまった」と話されています。原因については自覚・振り返る事が出来ています。また、入院時より3Kg程減量されている事・食事量が少ない事から、引き続き、食事摂取量の観察をして行きましょう。

診察時、現在の心理状態について「死ななきゃいけないと思ってしまう。頭の中ではわたしのせいじゃないって分かっている。でも、私が迷惑を掛けているんだ…」と話されています。「死にたいけれどどうすれば良いのか？自然死に見える方法は？どうにかして死ぬ方法を考える（確実に死ぬ方法を考える）」と希死的な発言が聞かれています。所在の確認をこまめに行い、本人の不安感等の訴えを傾聴して行きましょう。また、診察前に本人へ主治医へどのような内容を伝えたいのかを確認し、診察に付いたスタッフは主治医へ本人が話したい内容を説明してから診察を開始するようにしましょう。

膀胱の痛みを訴え、クラビット（100）4T　2×1/3T（朝・夕）（合成抗菌剤）が臨時薬処方となっています。（2/11（水）の朝の分は昼食後に服用の指示がある為、服用して頂いています。膀胱の疼痛の有無を確認・身体状態の観察をして行きましょう。）また、夜間の睡眠の不安定さを訴え、ネルボン（5）1T　1×vds/7T（催眠鎮静剤）が臨時薬処方となり、以後定期薬処方となります。夜間の睡眠状況の観察をして行きましょう。

他科薬の漢方薬製剤は飲み切り止めとなっています。

